
平
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十
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十
五
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号

日
朝
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に
お
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る
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Ｘ
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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日
朝
交
渉
に
お
け
る
「
ミ
ス
タ
ー
Ｘ
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

「
文
藝
春
秋
」
二
〇
〇
七
年
三
月
号
に
手
嶋
龍
一
氏
が
執
筆
し
た
「
小
泉
訪
朝

破
綻
し
た
欺
瞞
の
外
交
」
と
い
う
論
文

（
以
下
、
「
手
嶋
論
文
」
と
い
う
。
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

「
手
嶋
論
文
」
に
、

「
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
北
朝
鮮
の
体
制
転
覆
を
狙
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か－

。
金
正
日
は
猜
疑
心
に
駆
ら
れ
て
い
た
。
二

〇
〇
〇
年
の
大
統
領
選
挙
で
共
和
党
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
誕
生
し
、
力
の
政
策
を
ひ
た
ひ
た
と
推
し
進
め
て
い
た
か
ら
だ
。

こ
う
し
た
情
勢
の
な
か
で
金
正
日
は
一
枚
の
カ
ー
ド
を
そ
っ
と
日
本
に
差
し
出
し
た
。
そ
れ
が
『
ミ
ス
タ
ー
Ｘ
』
だ
っ

た
。
や
が
て
カ
ウ
ン
タ
ー
・
パ
ー
ト
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
の
が
就
任
間
も
な
い
田
中
均
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
長
だ
っ
た
。

小
泉
純
一
郎
と
金
正
日
。
ふ
た
り
は
チ
ェ
ス
の
テ
ー
ブ
ル
を
挟
ん
で
一
年
余
り
に
わ
た
っ
て
、
田
中
と
『
ミ
ス
タ
ー
Ｘ
』

と
い
う
互
い
の
駒
を
指
し
あ
う
こ
と
に
な
る
。

北
朝
鮮
は
、
権
力
を
取
り
こ
ん
で
大
向
う
を
あ
っ
と
言
わ
せ
る
外
交
を
好
む
田
中
の
性
癖
を
知
り
抜
い
て
い
た
。
一
方
の

日
本
側
は
、
北
の
独
裁
者
が
差
し
向
け
て
き
た
謎
の
人
物
に
つ
い
て
何
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
も
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な

か
っ
た
。
英
米
の
情
報
機
関
に
も
照
会
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
。
こ
の
交
渉
チ
ャ
ネ
ル
を
ご
く
限
っ
て
お
こ
う
と
し
た
か
ら

一



だ
。こ

の
『
ミ
ス
タ
ー
Ｘ
』
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
総
理
官
邸
で
は
、
小
泉
首
相
、
福
田
康
夫
官
房
長
官
、
事
務
の
古

川
貞
二
郎
官
房
副
長
官
。
外
務
省
で
は
、
竹
内
行
夫
事
務
次
官
、
田
中
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
長
、
平
松
賢
司
北
東
ア
ジ
ア
課

長
、
後
に
加
え
ら
れ
た
川
口
順
子
外
相
だ
け
だ
っ
た
。
」

と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

三

田
中
均
氏
が
外
務
省
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
長
、
外
務
審
議
官
の
任
に
あ
っ
た
時
期
を
明
示
し
、
こ
の
時
期
に
田
中
均
氏
が
北

朝
鮮
と
の
外
交
交
渉
に
従
事
し
た
事
実
が
あ
る
か
否
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

外
務
省
は
、
『
ミ
ス
タ
ー
Ｘ
』
の
官
職
氏
名
を
承
知
し
て
い
る
か
。

五

外
務
省
は
、
『
ミ
ス
タ
ー
Ｘ
』
が
金
正
日
か
ら
差
し
出
さ
れ
て
き
た
外
交
カ
ー
ド
と
認
識
し
て
い
る
か
。

六

「
手
嶋
論
文
」
に
お
け
る
、

「
こ
の
『
ミ
ス
タ
ー
Ｘ
』
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
総
理
官
邸
で
は
、
小
泉
首
相
、
福
田
康
夫
官
房
長
官
、
事
務
の

古
川
貞
二
郎
官
房
副
長
官
。
外
務
省
で
は
、
竹
内
行
夫
事
務
次
官
、
田
中
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
長
、
平
松
賢
司
北
東
ア
ジ
ア
課

長
、
後
に
加
え
ら
れ
た
川
口
順
子
外
相
だ
け
だ
っ
た
。
」

二



と
の
記
述
は
事
実
か
。

七

対
北
朝
鮮
外
交
に
お
け
る
日
本
外
交
の
目
標
如
何
。

八

二
〇
〇
二
年
九
月
十
七
日
の
総
理
訪
朝
の
準
備
過
程
に
お
い
て
、
外
務
省
条
約
局
が
必
要
か
つ
十
分
な
関
与
を
し
た
と
外

務
省
は
認
識
し
て
い
る
か
。

九

二
〇
〇
二
年
九
月
十
七
日
付
の
日
朝
平
壌
宣
言
は
、
現
在
も
効
力
を
有
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


